
VII 国際交流 

 
 本学部では 20 数年前から活躍してきた学外・海外協力委員会が国際交流の役割を担って
きたが，岐阜大学国際交流委員会の設置に伴い，その名称を医学部国際交流委員会とした｡ 
さらに平成 8 年度に岐阜大学に留学生センターが設置されたことをうけ，留学生交流専門
委員会と学術交流専門委員会に医学部国際交流委員会から委員を送っている｡ 
 医学部が基幹となって推進した大学間交流協定校としては中華人民共和国の浙江医科大
学と中国医科大学，フィリピンのサントトマス大学があり，留学生の受入れ，研究者の交流，
情報交換，共同研究が行われている｡ 外国からの留学による大学院修了者の中には学位取
得後，本学部の教員として教育・研究に活躍している人もいる｡ 
 
  
１ 留学生の受入れ体制と状況  
２ 留学生の教育・研究指導の方法と体制  
３ 在学生の海外留学・研修の状況  
４ 教官の在外研究の状況  
５ 外国人研究者の招致の状況  
６ 論文博士号取得希望者の受入れ状況  
７ 海外の大学との交流協定の締結状況と活動状況 



1 留学生の受入れ体制と状況 

 
過去 8 年間の受入状況は下表のとおりであり， 年々留学生の数が増加する傾向にある｡ 
 

年度別，国別外国人留学生数 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

留学生一覧（大学院学生及び研究生） 

 



2 留学生の教育・研究指導の方法と体制 

 
（1） 岐阜大学には，日本語教育と留学生指導のために留学生センターが設置されており ，

大学生活に必要な日本語能力を伸ばすことを目的とする日本語補講も柳戸キャンパ
スで 5 クラス実施されている。また，医学部の留学生に対しても司キャンパスで初
級及び中級のクラスが設けられており，毎週 A，B，C の 3 つのクラスで非常勤講
師による指導がなされている。 

 
 
（2）留学生の個別指導に関しては，チューター制がとられており，チューターによる留学
生特別指導が入学後 2 年間（大学院学生は 1 年間）行われており，日本語，専門教育補充の
両面から効果的に留学生を指導している｡ 医学部，医学研究科における留学生の専門教育
に関しては，基本的には日本人学生の場合と異なるところはなく，学部においては授業を通
じて各教官による指導が，また大学院にあっては研究の指導を通してそれぞれ特定の指導
教官の下での指導が中心になっている｡ 



3 在学生の海外留学・研修の状況 

 
 医学部学生の海外留学については，医学部の特殊性もあって休学により留学することと
なるが，積極性に富んだ学部学生による海外留学がみられる｡ 
 大学院学生については，2 年以内に限り，外国における研究指導を在学期間に算入するこ
とが認められている｡ 



4 教官の在外研究の状況 

 
 文部省在外研究員，日本学術振興会派遣研究者制度による長期，短期の海外での研究・指
導，文部省科学研究費による海外学術調査研究の他に，教官の海外研修も盛んである｡ 
  
 在外研究の状況（平成 8 年度～平成 9 年度） 
川島 卓：アメリカ合衆国（大脳運動野機能の生理学的研究 1995 年 6 月 1 日－1996 年 8
月 31 日） 
高岡 健：連合王国（児童青年精神医学・産業社会と精神発達に関する研究 1996 年 2 月
16 日－   1996 年 7 月 15 日） 
細江英夫：カナダ（腰椎画像と腰痛との関連に関する研究 1995 年 12 月 1 日－1996 年 4
月 30 日） 
大西弘生：連合王国（肝壊死・再生の連繋機構に関する実験的研究 1996 年 6 月 1 日－1997
年 3 月 15 日） 
佐竹裕孝：アメリカ合衆国（宇宙医学実験に関わるバーチャルリアリティ技術の調査研究 
1996 年 12 月 18 日－1997 年 5 月 19 日） 
植木啓文：ドイツ連邦共和国（うつ病の経過についての心理・社会的研究 1997 年 4 月 1
日－1998 年 3 月 31 日） 
土肥修司：アメリカ合衆国（麻酔及び疼痛制御系のシグナル伝達と神経化学的研究 1997
年 8 月 15 日－1997 年 9 月 22 日） 
川島 卓：アメリカ合衆国（バーチャル視覚刺激による大脳ニューロンの反応特性 1997
年 9 月 1 日－1998 年 2 月 28 日） 
杉山保幸：アメリカ合衆国（生物反応修飾物質（BRM）を用いた癌治療の基礎的・臨床的
検討 1997 年 11 月 1 日－1998 年 8 月 31 日） 
河村好章：連合王国（レンサ球菌の新しい分類体系の構築に関する研究 1997 年 12 月 1 日
－1998 年 9 月 30 日） 
松波謙一：フランス共和国（フランスの宇宙医学、特に前庭神経系に関する調査研究 1997
年 12 月 31 日－1998 年 1 月 14 日） 
  

過去８年間の海外渡航状況 

 



5 外国人研究者の招致の状況 

 
 国際社会の中で，経済大国であり，しかも高度先進国として評価の高い我が国での研究や研究協力を希望する
外国人研究者は非常に多く，医学部においても次のとおり関連領域の研究者が専門分野での研究，技術修得ある
いは情報交換等を目的として来学している｡ 
  

外国人研究者招致状況（平成 8 年度～平成 9 年度） 
 

 



6 論文博士号取得希望者の受入れ状況 

 
 日本学術振興会の行う外国人論博研究者に対する支援事業によるアジア諸国からの研究
者を受入れ，学位取得のための研究指導を行い，また，必要に応じ研究指導者を相手国に派
遣し研究指導を行っている｡ 
  

論博研究者受入れ状況一覧（平成 8 年度～） 

 
 

研究指導者の派遣状況一覧（平成 8 年度～） 

 



7 海外の大学との交流協定の締結状況と活動状況 

 
医学部が主軸となって大学間交流協定を結んでいるのは次の 3 大学である｡ 

 

 
交流活動（全学レベルでの大学間交流協定校も含む。） 
 
・ 1984 年 8 月 赤星病院長が中国医科大学及び北京医学院を訪問し，特別招待講演及び

研究情報交換を行った｡ 
・ 1986 年 5 月 磯野学部長が浙江医科大学を訪問し，学術交流及び視察を行った｡ 
・ 1986 年 9 月 磯野学部長が中国医科大学を訪問し，学術交流及び視察を行った｡ 
・ 1986 年 9 月 山本病院長が浙江医科大学及び中国医科大学を訪問し，学術交流及び視

察を行った｡ 
・ 1989 年 11 月 浙江医科大学から学長が来訪し，留学生の研究状況の視察及び学術交

流を行った｡ 
・ 1990 年 8 月 江崎教授が浙江医科大学及び中国医科大学を訪問し，国際交流促進のた

め情報交換を行った｡ 
・ 1990 年 10 月 サントトマス大学から医学部長，理学部長が来訪し，共同研究者の竹内

教授を交えて学術交流を行った｡ 
・ 1991 年 9 月 立松助教授，奥富講師が浙江医科大学を訪問し，講演及び技術提供を行

った｡ 
・ 1991 年 11 月 インドネシア大学から学長，副学長及び工学部長が来訪し，学術交流を

行った｡ 
・ 1992 年 1 月 浙江医科大学から副学長が来訪し，留学生を交えて学術交流を行った｡ 
・ 1992 年 10 月 磯野学部長，森教授，宮田教授が浙江医科大学を訪問し，国際交流の促

進及び招待講演を行った｡ 
  同大学校長から磯野学部長に両校間の学術交流促進の功績に対し感謝状と客員教授の

称号が贈られた｡ 
・ 1993 年 10 月 浙江医科大学から学長，外事処長が来訪し，医学情報交換及び視察を行

った｡ 
・ 1994 年 9 月 浙江医科大学，中国医科大学及びサントトマス大学から学長等が来訪さ



れ，医学部創立 50 周年・同附属病院創立 120 周年記念式典等に出席及び学術交流を行
った｡ 

・ 1995 年 5 月 松永学部長が浙江医科大学及び上海第 2 医学院を訪問し，学術講演及
び研究情報交換を行った｡ 

・ 1995 年 9 月 松永学部長，岡地事務部長，日比野看護部長が，中国医科大学及び積水
譚医院を訪問し，学術講演及び学術情報交換を行った｡ 

・ 1996 年 5 月 浙江医科大学から副学長ほか 7 名が来訪し，臨床医学教育について視
察ならびに意見交換を行った｡ 

・ 1997 年 5 月 安岡講師がユタ大学，及びユタ州立大学を訪問し学術交流協定書の調印
及び学術交流実施に関する打ち合わせ並びに，大学施設の視察を行った。 

・ 1997 年 9 月 植松教授がユタ大学を訪問し学術交流を行った。 
・ 1997 年 10 月 興富助教授が浙江医科大学を訪問し学術交流を行った。 
・ 1998 年 3 月 浙江医科大学から学長，教務処長，国際交流処員が来訪し今後の国際交

流，特に学生交流について意見交換を行った。 
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